
博士論文審査結果の要旨

博士論文審査委員会

主 査 赤津 観

審査委員 堺 和人

審査委員 伊藤 和寿

審査委員 高見 弘

審査委員 藤田 吾郎

1土方 大樹

?広域高効率駆動を実現する多相多群MATRIXモータの提案

〔論文審査の要旨〕

8月3日15:30より公聴会を開始、1時間のプレゼンテーションの後30分のQ&Aを行つ
た。その後最終審査を審査員のみで実施した。

審査にあたり、まず予備審査での指摘事項に対する回答の説明があり、その後審査員によ
る質疑応答を行った。予備審査での指摘事項すべてについて改善されており、博士取得に
十分であるとの見解を得た。

大きな指摘として高トルク化や高効率化の個々の効果は大きいものの、最終的な形態とし
ての効率改善効果が不明である点があげられた。現状でまとめきれていないため、最終版
の博士論文にて記載することとした。

審査終了後投票を行い審査員全員から合格の審査結果を得、合格とした。
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